
くらしき作陽大学・作陽短期大学研究紀要編集規則 

 

１．本誌はくらしき作陽大学・作陽短期大学の機関誌であって、原則として１年１巻とし、１年２

回（ｌ号：５月中旬原稿締切、２号：９月下旬原稿締切）発行する。なお、必要ある場合には特集

として編集発行することもある。 

２．本誌は原則として本学教職員の研究発表にあてる。 

（投稿者は原則として本学教職員に限る。ただし、本学教職員と教職員以外による共同研究の場合

はこの限りではない。） 

３．本誌に原著論文、研究ノート、資料、書評などの欄を設ける。ただし、原稿の内容によって新

たに欄を設けることがある。 

 

 「原著論文」は、個人研究、共同研究の成果を公表するものであり、新しい価値ある結論を含む

ものとする。 

 「研究ノート」は、部分的な発見や新たな研究方法などを含む速報的内容をもつ原著論文である

が、論文としては十分な結論を得るに至らないと思われるものをいう。 

 「資料」は、研究の資料として役立つものをいい、調査、統計、実験などの解析・考察などを伴

わないものをいう。 

 「書評」は、著書、文献などに関する紹介・評論を内容とするものをいう。 

 

４．本誌に掲載される諸種の原稿は未発表のものに限る。また、本文が日本語の場合には外国語題

目、ローマ字著者名、外国語要旨を付記する。本文が外国語の場合には、日本語題名と日本語著者

名を含む日本語要旨を付記する。なお、論文等の内容についての責任は、すべて投稿者が負うもの

とする。 

５．論文の長さは、原則として本誌３０頁以内（４００字詰め原稿用紙１００枚以内）とし、これ

をこえる場合には分割掲載することもある。なお、Word 原稿の場合もこれに準ずる。その際には、

原稿と共に電子媒体も提出する。 

６．投稿希望者は、研究紀要紀要編纂委員会の定める期日までに論題、予定枚数など必要事項を所

定の用紙に記入の上、編集委員まで提出すること。 

７．校正は原則として３校とし、投稿者が行う。校正の段階での著しい加筆、訂正、停滞は認めな

い。 

８．原則として別刷りは提供しない。ただし、投稿者の負担で有料で提供することは可能とする。

９．本誌の編集は、本学教職員によって構成される研究紀要編纂委員会が行う。論文等の掲載は研

究紀要編纂委員会の決定による。なお、研究紀要編纂委員会は必要ある場合には、執筆者に原稿の

訂正を求めることがある。 

１０．研究紀要編纂委員会の委員長は、編集の参考に資するため、委員会の識を経て、投稿者の所

属する学科、専攻、部会の教職員に意見を聞くことができる。 

１１．本誌の体裁、掲載順その他は研究紀要編纂委員会が決定する。なお、執筆に関する事項は投

稿者が所属する学会の慣例に従う。 

１２．本誌掲載論文は、くらしき作陽大学・作陽短期大学およびその他の機関で電子化し、電子図

書館を通して利用ができる。著作権は、各執筆者にあるが、これに関する管理は、くらしき作陽大

学・作陽短期大学が行う。 

１３．この規則の改正は、紀要紀要編纂委員会の意見を聞いたうえで、学長がこれを定める。 

 

改正 平成 27 年 7 月 8 日（下線部改正） 

改正 2020 年 4 月(作陽短期大学校名変更、研究紀要編纂委員会名変更) 


